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LIVOS テクニカルデータシート 
ビロ 蜜蝋ワックス/練状 No.303 告示対象外品 
滑りにくい蜜蝋ワックス。木部・コルク用 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

リボスのオイル製品が塗装された屋内の木部・コルク。湿気の多い場所には不適。 
 
シルキーな光沢。弾力性がある。静電気カット効果があるので、ハウスダストを寄せ付けない。 
 
 
アマニオイル・蜜蝋ワックス・カルナバワックス・オレンジオイル・イソアリファーテ・ダンマル樹脂 
 
クリア 
 
ブラシ・ウエス（布）・スパチュラまたはポリッシュマシン 
 
1Ｌで、約 75㎡～95㎡。 
木の表面の状況および吸い込みの程度によりかなり増減することがある。必ず試し塗りをしてください。 
 
気温 23℃ 湿度 50％において約 24～48 時間 
 
およそ 0.85g/mg 
 
塗料を浸したウエスやスポンジは、製品中に含まれる亜麻仁油のために自然発火する危険があるので、金属性

の密閉容器に入れるか、水に浸した状態で保管する。（亜麻仁油を含んだウエス等が光や酸素を急激に吸収し

て酸化作用が促進され、発火する危険がある。製品自体が自然発火することはない。） 
 
目に入った場合：直ちに大量のきれいな流水で１５分以上洗う。できればコンタクトレンズをはずして洗う。

まぶたの裏まで完全に洗うこと。医師の相談を受ける。その際、容器またはこの説明書を持参する。 
皮膚に付着した場合：すぐに石鹸で洗い落とす 
皮膚に付着した場合：誤って飲み込んだ場合には、無理に吐かせないようにし、安静にして直ちに医師の診断

を受ける。その際、容器またはこの説明書を持参する。嘔吐物は飲み込ませないこと。 
 
地域毎の法律法令に従う。 
 
0.2L / 2.5L  
 
乾燥した冷暗所に保管する。未開封の状態で４年間まで保存可能（ラベルを見て期限を確かめる）。使用後は

表面を平らにし、フタを完全密閉する。開封後は約 3ヶ月以内に使い切ること。 
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LIVOS 使用説明書 
ビロ No.303 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表面はリボスオイルが浸透しており、完全に乾燥している必要があります。 
 
事前に塗装したオイルは完全に乾燥させておく。オイル塗装後、最低 24～48 時間は乾燥させて、ブラシ、ウエス

などでごく薄く塗布する。塗りすぎに注意する。塗りすぎると粘りが出て磨きにくくなり、乾燥すると塗膜が白く

なる。短毛で、少し固めのブラシを使用すると、そのような問題は起きにくくなる。ウエス・磨きブラシ・ポリッ

シュマシンなどで、木目に沿って磨く。摩擦熱がひくと、べたつきがなくなり、表面が均一で光沢のある仕上がり

になるようにする。乾燥した後、翌日に再度磨く。その後数週間にわたり何度も磨きを繰り返すと、ますます堅く

丈夫な仕上がりが得られる。 
 
施工後約 3週間は、ワックス塗布面に細心の注意を払う。表面を保護するために、使用を控え、ダンボールなどで

塗布面を覆うとよい。この期間はカーペットや敷物が敷かないほうがよい。また、床を水で洗わない。完全に乾燥

するまでは、湿気や汚れは表面を傷める。湯銭でワックスを暖めて薄く塗装を仕上げることもできるが、その際に

は引火しないよう、充分注意すること。 
 
床の掃除には、掃除機かモップを用いる。ひどい汚れはスバロス（No.222）で取る。床の使用頻度によるが、年に

１～2回、グレイボ（No.315）またはビボス（No.375）で塗装するとよい。 
 
必要であれば木を研磨し、オイルを再塗装する。乾燥後、ビロを薄く塗布し、磨く。 
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